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フローラさいせい通信
施設長

もっと老健を知ってもらうために

各事業所ご担当者様へ 老健はどんな事ができるのか、入所中はどのように過ごしているのか等、知ってほし
い事、皆さまが知りたい事等について隔月で情報を発信しております。

介護老人保健施設

フローラさいせい

〒９９０－０８４５

山形市沖町７９－１(山形済生病院内)

TEL：０２３-６６４-１５５６
・

お問い合わせ担当 小野寺

FAX：０２３-６６４-１５５7
・

岩城
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フローラさいせい

施設見学動画

YouTube インスタグラム

介護の現場
・情報を発信

（学習療法について）

介護職員による学習療法を行っています。

公文の学習教材を使用し、実践士として知識を持った職員

が行います。頭の体操として実施すると共に、職員とご利

用者様のコミュニケーションツールとして活用し、互いに笑

顔溢れる時間になっています。

介護老人保健施設では、専門職によるリハビリが行われます。

しかし、リハビリの実施出来る時間には限りがあります。

そこで、主に介護職員が関わりながら、日常の生活の中にもリハビリを取り入れています。例えば、普段は

車椅子を使用している方が、トイレに行く時だけでも歩いて行ってみたり、朝の洗顔で使うタオルを畳んだり、

丸めたりしています。日常生活の動作の中に取り入れることで、訓練と感じずに自然とリハビリを行う事がで

き、生活の一部となります。

私たちは介護職員が中心となり、自立支援に繋がる様、ご利用者様の今できる能力を伸ばし、今後の生活

のニーズを視野に入れて、更にできる能力の獲得を目指しています。

（趣味、アクティビティ）

余暇時間を利用して、利用者様の趣味

や特技を活かした活動も行っています。

素敵な座布団を作っていただき職員の

利用する椅子に敷かせてもらっていま

す。

（トイレ誘導について）

当施設はトイレでの排泄に力を入れ、入所時に

はオムツを使用していた方でも、リハビリと連携

しトイレを使用出来るまで能力が向上する方は

多くいらっしゃいます。トイレでの排泄を行って

いる方は全体の7～8割です。


